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高さ 910 mm

幅 214 mm

奥行き 320 mm

重量（ 1 本） 10.5 kg

可変型システムスピーカー
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Ａパーツ

Ｂ パ ー ツ

Ｃパーツ 密閉ユニット
214 300

ＡＢＣ合体状態

※ 突起を除く

0
1

9

各パーツを

組み合わせる

可変スピーカー

ユニット
ス キャン スピークス

10F/8422-03
10cm フルレンジ
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ダブルバスレフユニット
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特 長

15mm 厚シナベニア（白木仕上げ）

ＰＶＣ表面材

鋳造バッフルリング

セ ン 材 ユ ニ ッ ト 固 定 ヒ ン ジ

Ａパーツ

ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト バッフルリング鳴き止め

シリコンゴムパッキン

リアダクト＆

Ｂパ ー ツ 定在 波 防止 ウ ェイ ト

密 閉 ユ ニ ッ ト

防振シリコン材充填

下面解放ボックス

ユニット内蔵

Ｃ パ ー ツ

ダ ブ ル バ ス レ フ ダブルバスレフ

ユニット 第 1 気室

ユニットサブバッフル

固 定

ダブルバスレフ第 2 気室

リアダクト （サブ＋メイン）

ウェンジュ材

インシュレーター
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Ａ

ＰＶＣ 1 面貼り ピューター製

バ ッ フ ル リ ン グ

セ ン 材 ユ ニ ッ ト

ポリマー 固 定 ヒ ン ジ

パッキン Ｍ６

ス テ ン レ ス ボ ル ト

バッフルリング 15mm シ ナ ベ ニ ア

裏 面 ゴ ム シ ー ル

脱着式

下 面 解 放 リアダクト

植毛シール

（次頁参照）

ケルトンダブルバスレフ

＋

密閉 or バスレフ

＜組合せ＞ タンデム タンデム ヘッドバスレフ

ダブルバスレフ ダブルバスレフ ＋

（ヘッド密閉）（ヘッドバスレフ） ドロンコーン

ダブルバスレフ

スリットバスレフ（ FIX パーツ使用）

密閉 or
容量 1.8

ダクトφ 30 ×長 95mm fb:100Hz

重量 3.5kg

ユニット
ス キャン スピークス

10F/8422-03
10cm フルレンジ
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ヘッドユニット

バスレフ方式
リットル

メイン重量ユニット
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------

密閉ユニット

15mm シナベニア

白木仕上げ

ＰＶＣ 3 面

貼り 補強梁

※ 写真は上下逆 0.5kg シ リ コン ゴ ム 充 填
に し て あ り ま す

＜組合せ＞

7 リットルバスレフ

ケルトン 1.8 リットルバスレフ

ダブルバスレフ 7 リットル密閉

サブウーハー 1.8 リットル密閉

ケルトン （Ｂパーツ上下反転で容量可変）

ダブルバスレフ

（フルレンジ）

下面解放ボックス
容量 約 5 リットル

重量 2.5kg
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Ｃパーツ

メイン サブポート

ター ミナル □ 30 × 長 60mm

メ イ ン ダ ク ト

φ 45mm

パラレル配線 15mm シナベニア

（ヘッドへ） 白木仕上げ

第 1 気室 ４ l

サブバッフル イ ン シ ュ レ ー タ ー

取り付け 第 2 気室 １２ l

ＰＶＣ 1 面貼り

ケルトンダブルバスレフ (前頁参照)

サブウーハー

ケルトンダブルバスレフ＋ ダブルバスレフユニットのみ駆動

密 閉 or バ ス レ フ ダブルバスレフと

ドロンコーンの

スタガーサブウーハー

ダブルバスレフ

（フルレンジ）

ユニット
ス キャン スピークス

10F/8422-03
10cm フルレンジ
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ダブルバスレフ方式

容量 第 1 気室 4 リットル

第 2 気室 12 リットル （計 16 リットル ）

第 1 ポート 30 × 30 ×長 60mm fb1:113Hz

第 2 ポート メインポート φ 45 他

サブポート 30 × 30 ×長 60mm

重量 4.5kg

ダ ブ ル バ ス レ フ ユ ニ ッ ト

低音増強ユニット
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製作記
エンクロージャーのパラメータを簡単に変更することができたら楽しいの

ではと考え、それが可能な可変型システムスピーカーを製作しました。エン

クロージャー容量まで可変なスピーカーは珍しいのではないでしょうか。

パーツを３つに分けることに加え、 2 機のユニットのアンプ駆動の有り無

しとダクトの有無で数多くのシステムが可能です。可変のバリエーションは

以下の通りです。

・ダブルバスレフ

・バスレフ

・スリットバスレフ

・密閉（大容量）

・密閉（小容量）

・ダブルバスレフケルトン（メイン密閉）

・ダブルバスレフケルトン（メインバスレフ）

・タンデムダブルバスレフ

・タンデムドロンコーンダブルバスレフ

・ケルトンダブルバスレフサブウーハー ダブルバスレフ部（Cパーツ）の

・ドロンコーンとダブルバスレフサブウーハー パソコン初期設計（SPED使用）

さらに、何と呼称していいか分か

らない、タンデム部の閉空間をバ

スレフにしたタイプを２種試すこ

とができます。

まずダブルバスレフ部の設計を

雑誌発売前からシミュレーション

ソフトで開始しました。パソコン

上で４５Ｈｚまでフラットな特性をいろいろ試すと、

第 2 気室容量が第 1 気室の 3 倍という変わったダブル

バスレフになりました。とりあえず作ってみて雑誌発 ダブルバスレフ内部

売後にユニットを取り付けるとまずまずの音です。

しかし、第２ポートが小さいのか量感が不足気味だっ

たので回し引きで追加ポートを作成しました。

回し引きで

追加したポート穴
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ケルトン型で使う密閉ユニット（Ｂパーツ）

は基 本的 にた だの箱ですが 、防振 は 徹底して

行い 中高 音の もれを低減し ました 。 補強板に

より 強度 を確 保し、内部の 片面に は シリコン

ゴムを 500g/台流し込み、さらに表３面に 2.5mm

厚の塩化ビニール材（ PVC ） を貼り付けま し

た。 この 塩化 ビ ニー ル 材 は床 材で1.5g/cm3 と

いう高密度なもので防振には効果があります。

内部容量は約 5 リットルになりました。 ヘッドユニット作成中

間違えて４つ穴を先に開けてしまった

高域エネルギーが強いユニットなので向きを傾けて帯域バランスを整える

ことにしました。ダブルバスレフでいろいろな向きを試した結果、定位と帯

域のバランスが良かった上方 45 度に傾けた

ヘッ ドユ ニッ トを作ること にしま し た。脱落

防止 のた めに 袴がついた形 にデザ イ ンです。

可 変型 でか つ空気もれを 避ける た めの重量

が必 要に なる と考え、金属 鋳造で バ ッフルリ

ング を作 りユ ニットと共締 めする こ とにしま

した。

実は鋳造は素人なのでかなり苦労しました。 鋳込みの失敗

しか も最 初に 鋳込んだもの はボコ ボ コで使え

そうにもありません。 2 つめはまあまあ。 3 つ

めは だん だん うまくなって きたの で すが、こ

こで 熱で 型が 破損。この３ つのう ち 、後に作

った２つを使うことにしました。

指ではじく

と鳴きがあっ

たので、シリ

コンゴムで ３つ鋳込めた…上は失敗

2mm の裏打ち 下の2つを使用

をして鳴きを

止めることと シリコンゴムで2mm裏打ち

しました。 この後カッターで成形
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ユニ ット 固 定は ユ ニッ トフ レ ーム 強 度を 考

え ヒン ジで の 固定 に しま した 。 ヒン ジ は強 度

に 優れ るセ ン 材を 切 り出 して バ ッフ ル リン グ

と 共締 めし ま した 。 シー ル材 に はゲ ル 状の ポ

リマーを使いました。

セン材の

ヒンジ

ヘッドユニットとダブルバスレフ部のダク

トはかなりの数を作りました。更にヘッドユ

ニットを密閉型にするＦＩＸ板には定在波防

止の金属の塊を取り付けました。これはバッ

フルリングと同様の金属鋳造で作りました。 ダブルバスレフ部ダクトいろいろ 一部

本 来 は 6個 一 組 で 使 う よ う に 作 っ た の で す が 、

今回は 1 個だけの使用です。

底面には非常に堅いウェンジュという木を

貼り付け完成です。

ヘッドユニット内部 製作途中

ヘ ッ ドユ ニ ット 用 ダ ク ト い ろ い ろ

一番右がFIXパーツ

底面 ウェンジュを8カ所取り付け

FIXパーツを取り付けた状態
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視 聴

調整パラメータが多くセッティングはかなり時間がかかりました。1 番ク

セがなく良好だったのが、ＡＢＣ全ユニット使用のダブルバスレフケルトン

＋ヘッドユニットバスレフでした。レンジが広く非常にクリアな音質で低音

も締まりがあり歯切れ良く鳴りオールマイティです。電気素子を使

っていないことがいい結果につながっているようです。

意外に良かったのがヘッドユニット単独の小型バスレフ（ 1.8 リッ

トル）（右写真）。

さらに、そのタイプにダブルバスレフユニットを追加してダブル

バスレフのユニットをドロンコーンとして使う場合は非常に高分解

能でワイドレンジでした（右下写真）。ただし、大きめの駆動パワ

ーが必要でした。

システム毎に音色の違いが分かります。シンフォニー系には AC

両ユニットを駆動したタンデムドライブタイプが圧倒的な低音の量

で向いているように感じましたが、この場合は高域の伸びがやや鈍

るようです。
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